
背景
NTTは新たな価値の創造とグローバルサステナブル社会を支える企業であるた
めに「従業員体験の高度化」を進めています。その実現のため、個人の自律と
集団の調和のバランスがとれた「Social Well-being」のコンセプトを提唱
し、研究開発を行っています。

成果の概要
Well-beingに寄与する「環境要因」や「心理特性」にポジティブな変化を起
こす"支援技術"や「評価・体験」を”測る技術”により、人がWell-beingを感じ
る流れに好循環を生み出し、Social Well-beingを実現します。

技術のポイント
①個⼈が⽣み出す多様なデジタル情報（テキスト情報など）から導出する暗黙知に基づき、Social Well-beingに
つながる「⼈と⼈のつながり」を形成、つながりを活かして⾏動を創発

②価値観の⾃⼰認知・他者理解や⾝体性を伴うコミュニケーションを促すツール・プロセスを⽤いて、個⼈と
チームがよりよいあり⽅で協働することを⽀援

③⼼理学的アプローチや⼯学的アプローチを⽤いて、⽬に⾒えず捉えづらい個⼈やチームのWell-beingを測れる
ようにする可視化・定量化

この研究がもたらす未来
一人ひとりが自らに合わせた形で働ける時代において、従業員同士の豊かな心のつながりの構築を支援・維持し、社員
自らがチームでいきいきと働ける持続可能な職場を実現します。
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職場を実現します
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